
急ピッチで建設が行われている大型プロジェクト
（上）公立小浜病院　高度医療施設整備事業（大手町）

（左上）小浜小学校建設事業（駅前町）

（左下）リサイクルプラザ等施設整備事業（深谷）



3月定例会の結果について

平
成
19
年
第
２
回
定
例
会
は
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
平
成
18
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
議
案
の
ほ
か
、
平
成
19
年
度
当
初
予
算
議

案
を
は
じ
め
と
す
る
全
39
件
の
議
案
を
議
決
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

議
決
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議　案　　39件
内　訳
≪2月28日議決分≫
・補正予算　　11件（原案可決）
一般会計補正予算（1件）
特別会計補正予算（9件）
事業会計補正予算（1件）

・議員提案　　　2件（原案可決）
（小浜市議会委員会条例の一部改正に
ついてならびに小浜市議会会議規則の
一部改正について）

【2】市議会だより

3月定例会日程 
2月28日 

 
 

3月1日 
 
 

2日～7日 
 

8日 
9日 
 

10日～19日 
 

20日 

本会議 
会期決定 
補正予算議案等上程・質疑・採決 
当初予算議案等上程 
質疑・委員会付託 
 
休　会 
 
一般質問 
一般質問 
 
休　会（委員会審査） 
 
本会議 
常任委員長報告・質疑・討論・採決 

平
成
19
年
第
２
回
（
３
月
）
定
例
会
に
お
い
て
平
成
19
年
度
小
浜
市
一

般
会
計
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
一
般
会
計
で
は
昨
年
度
（
対
前
年
度
比
11
・
６
％
増
）
に

引
き
続
き
対
前
年
度
比
12
・
８
％
増
と
、
２
年
連
続
の
増
額
予
算
で
過
去

最
高
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
建
設
中
の
小
浜
小
学
校
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
な
ら
び

に
公
立
小
浜
病
院
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
予
算
に
加
え
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
扶
助
費
等
の
増
加
、
下
水
道
事
業
に
対
す
る
繰
出
金

の
伸
長
な
ど
支
出
の
増
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

費
目
ご
と
の
予
算
規
模
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
６
ペ
ー
ジ
に
も
関
連
記
事
掲
載
）

19年度一般会計予算額　166億8,474万5千円 
（小浜市民一人あたり　約51万3,190円） 

平成19年4月1日現在人口32,512人 
※かっこ内は市民一人あたりの金額。十円未満の端数は調整してあります。 

消　　防 
5億4,263万円 
（16,690円） 

農林水産 
13億8,509万円 
（42,600円） 

総　　務 
17億2,006万円 
（52,910円） 

議　会 
1億7,887万円 
（5,500円） 

商　　工 
9億2,650万円 
（28,500円） 

民　　生 
30億8,946万円 
（95,030円） 

公　　債 
17億7,346万円 
（54,550円） 

土　　木 
18億0,238万円 
（55,440円） 

衛　　生 
27億8,754万円 
（85,740円） 

参考：市税 
38億3,508万円 
（117,959円） 

教　　育 
22億4,472万円 
（69,040円） 

労　　働 
2億2,399万円 
（6,890円） 

矢印の 
意味 

（対前年度比） 

－5%～ 

－5～－2%

±2%

＋2～＋5%

＋5%～ 

平
成
19
年
度
当
初
予
算
を
可
決

≪3月20日議決分≫
・当初予算　　12件（原案可決）
一般会計補正予算（1件）
（19年度一般会計歳入歳出総額を
16,684,745千円に）
特別会計予算　　（9件）
事業会計予算　　（2件）

・条　　例　　　8件（原案可決）
（山川登美子記念館条例の制定について
ほか）

・その他　　　　6件
（嶺南広域行政組合規約の変更について
ほか）

陳　情　　1件
【不採択】 １件
○公共サービスの安易な民間開放に反対し、
国民生活の「安全・安心」の確立を求める
陳情



【3】 市議会だより

３
月
定
例
会
常
任
委
員
会
　
主
な
審
査
の
概
要 

《
企
画
総
務
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
上
野
　
精
一
　
委
員
長
》 

委
員
会
で
審
査
し
た
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

審
査
中
次
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

◎
平
成
19
年
度
小
浜
市
各
会
計
当
初

正
予
算
に
つ
い
て 

 

Ｑ
　
19
年
度
か
ら
新
型
交
付
税
が
一

部
導
入
さ
れ
る
よ
う
だ
が
本
市
へ

の
影
響
は
ど
う
か
？ 

Ａ
　
基
準
財
政
需
要
額
の
約
10
％
が

新
型
交
付
税
の
対
象
で
、
面
積
、

人
口
で
簡
単
に
積
算
す
る
こ
と
と

な
り
、
現
段
階
の
試
算
で
は
本
市

は
５
０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。 

 

Ｑ
　
市
税
の
滞
納
額
が
年
々
増
が
し

て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
の
か
？ 

Ａ
　
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も
、
預

金
調
査
、
不
動
産
や
所
得
税
還
付

金
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
財
政
調

査
を
行
い
、
換
価
で
き
る
も
の
は

差
し
押
さ
え
を
し
て
税
収
に
反
映

し
て
い
く
。 

 

Ｑ
　
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
審
査
基
準
と
審
査
か
ら
漏
れ
た

団
体
へ
の
説
明
は
あ
っ
た
の
か
？ 

Ａ
　
審
査
会
を
開
き
、
そ
の
事
業
に

対
し
社
会
貢
献
的
事
業
で
あ
る
か
、

住
民
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い
る
か
、

目
的
ど
お
り
で
き
る
か
、
一
定
の

地
域
に
偏
る
こ
と
な
く
市
民
全
体

を
対
象
と
し
て
い
る
か
、
事
業
効

果
が
期
待
で
き
る
か
な
ど
、
５
項

目
を
基
準
に
審
査
し
て
い
る
。
選

考
か
ら
漏
れ
た
団
体
に
対
し
て
は

説
明
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。 

 

《
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
井
上
　
万
治
郎
　
委
員
長
》 

委
員
会
で
審
査
し
た
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

審
査
中
次
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

◎
平
成
19
年
度
小
浜
市
各
会
計
当
初

正
予
算
に
つ
い
て 

 

Ｑ
　
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

職
員
が
地
域
に
出
向
き
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
し
て
い
る
の
か
？ 

Ａ
　
こ
の
１
年
間
は
地
域
に
入
っ
て

い
な
い
。
今
後
は
で
き
る
だ
け
職

員
も
地
域
に
入
っ
て
意
見
交
換
を

行
う
。 

 

意
見
　
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
は
職
員
が
地
域
に
出
向
く
な

ど
現
状
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
べ
き
で
あ
り
、
魂
の
入
っ
た
い

き
い
き
ま
ち
づ
く
り
に
し
て
欲
し

い
。 

 

Ｑ
　
食
育
推
進
計
画
の
策
定
は
食
育

基
本
法
の
中
で
ど
う
定
め
ら
れ
て

い
る
の
か
？
全
国
の
策
定
状
況
は

ど
う
か
？ 

Ａ
　
食
育
基
本
法
で
は
基
本
計
画
を

策
定
す
る
よ
う
と
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
全
国
的
に
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
折
、
福
井
県
で
は

鯖
江
市
が
昨
年
策
定
し
て
い
る
。 

 

Ｑ
　
国
の
認
定
を
受
け
る
た
め
の
基

本
計
画
だ
が
、
つ
ば
き
回
廊
の
問

題
も
あ
り
認
定
さ
れ
る
の
か
？ 

Ａ
　
つ
ば
き
回
廊
に
つ
い
て
は
、
健

康
、
福
祉
機
能
を
中
心
と
し
て
商

業
機
能
な
ど
を
併
せ
持
っ
た
複
合

施
設
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

Ｑ
　
小
浜
縦
貫
線
の
街
路
事
業
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
の
か
？ 

Ａ
　
地
元
住
民
が
協
力
的
で
あ
り
順

調
に
進
ん
で
い
る
。
19
年
度
に
お

い
て
契
約
は
い
た
だ
け
る
と
思
っ

て
い
る
が
、
個
人
の
再
築
計
画
も

あ
る
こ
と
か
ら
次
年
度
に
ず
れ
こ

む
場
合
も
あ
る
。
20
年
度
に
全
体

工
事
の
予
算
が
つ
い
た
と
し
て
も

年
度
内
に
全
て
の
工
事
完
成
は
難

し
い
と
思
う
。 

 

意
見
　
企
業
用
地
造
成
に
つ
い
て
は

進
出
を
予
定
す
る
企
業
側
と
慎
重

な
協
議
を
十
分
に
行
い
、
企
業
立

地
の
用
地
造
成
の
判
断
に
誤
り
の

無
い
よ
う
に
責
任
を
持
っ
て
進
め

て
欲
し
い
。
ま
た
、
な
る
べ
く
早

く
覚
書
を
交
わ
し
、
市
民
に
対
し

て
公
表
さ
れ
た
い
。 

 

《
民
生
文
教
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
風
呂
　
繁
昭
　
委
員
長
》 

委
員
会
で
審
査
し
た
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

審
査
中
次
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

◎
平
成
19
年
度
小
浜
市
各
会
計
当
初

正
予
算
に
つ
い
て 

 

Ｑ
　
公
立
小
浜
病
院
の
整
備
負
担
金

等
に
つ
い
て
、
今
後
の
償
還
の
見

通
し
は
ど
う
か
？ 

Ａ
　
医
療
の
診
療
報
酬
の
改
正
、
外

来
患
者
の
減
少
、
医
薬
分
業
な
ど

に
よ
り
病
院
の
健
全
経
営
が
よ
り

重
要
と
な
っ
た
。
全
般
的
に
自
治

体
病
院
は
か
な
り
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
り
、
構
成
市
町
も
病
院
経

営
に
対
し
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と

が
大
切
。 

 

Ｑ
　
ミ
ニ
救
急
救
命
制
度
が
で
き
て
、

そ
の
赤
字
補
て
ん
は
国
、
県
、
市

で
３
分
の
１
ず
つ
負
担
す
る
仕
組

み
が
あ
る
が
、
県
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
？ 

Ａ
　
12
月
に
小
浜
病
院
事
務
局
長
等

が
救
急
救
命
部
分
に
つ
い
て
再
度

県
に
負
担
を
求
め
た
が
、
関
係
市

町
で
負
担
し
て
欲
し
い
と
受
け
取

れ
る
回
答
が
あ
っ
た
と
報
告
が
あ

っ
た
。 

 

Ｑ
　
国
富
小
学
校
に
つ
い
て
耐
震
補

強
を
兼
ね
た
大
規
模
改
修
の
設
計

を
す
る
が
、
統
廃
合
を
含
め
た
全

体
の
計
画
も
な
く
、
予
算
化
し
て

い
る
の
は
お
か
し
く
な
い
の
か
？ 

Ａ
　
学
校
施
設
は
安
全
、
安
心
が
第

一
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
避
難
施

設
に
な
る
。
そ
れ
に
耐
え
る
施
設

と
す
べ
き
で
あ
り
、
19
年
度
予
算

の
中
で
す
べ
て
の
第
２
次
診
断
の

結
果
が
出
る
の
で
、
そ
の
結
果
を

見
て
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
。 

 

意
見
　
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援

と
し
て
国
が
新
し
く
打
ち
出
し
た

子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
に
つ
い
て
、

従
来
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
制
度
に
加

え
、
地
域
住
民
、
保
護
者
に
対
し
、

し
っ
か
り
と
制
度
の
趣
旨
説
明
を

行
い
、
国
が
目
指
す
市
内
全
校
で

の
対
応
に
向
け
、
手
抜
か
り
の
な

い
対
応
を
さ
れ
た
い
。 


